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団体内の電子,phonon,品agnon,exciton等の qua_si-particle

に対する多数の不純物の影.饗を調べた｡ 不純物はすべて同時額,その空間的

配置はランダムである′と仮定してグ リー ン関係 G(E)の満す式

rTJ(針)- 岳L(E)十g(E)vα(,n (1)

の解を調べたO (11に於て g(F,)は完全結晶の場合の ･single-pa_r七icle

グ リーン関数,Ⅴは不純物の影響を表わす摂動ポテンV ヤ ル,五日まエネルギ

-パラメータ-を表わすO (1)を解 くのには,色々の方法があるが,..

F･eenbe,rg-Fesha｡血 の方法を適用することを試みたO 此方法の詳細は

MorLjerFeshbachの text bookにのっているO 不純物の配置について

平凡操作を行った_a(E) の億 <ci(瓦)>が問題になるが,比場合不純物の

作る pairs.tripユe七S,quarte.fh?)等不純物の演慶の ､fユucもuationを

無視すると･quas､い particleの自己エれ レギ･- ∑-(k沌 )

∑ (汰,i]3)-cTr(◎一間(汰)) (?)

の形に表わされることを示 した､｡但 しkは運動嵐

･9- (㊨(△,△′)), W(汰)-(∑exp 〔i.k(A-Å〝)]'Ⅴ(△〝云′))~
∠ゝ 〝

(5)

は (五十 日 × (乙十1)の行列で ,此処に △ は不純物の位置を原点とした

場合,不純物の影響が及んでいる格子点の位置ペグ十ル,,Dは不純物の直接

の影響下にある格子点の数.,Cは湛慶である｡ (5)■と同様に< G(E)> の

座標表示 G(E;△△′.)より作られる

< G> - (cI(E;△△′))

を導入すれば尊 は次の式を萌す
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C ･申2<G> Ⅴ+⑳(い くG>:Ⅴト I.- 0 (5)

但 し Iは (21+1)×(a+1) unitmatripであるO (21, (51, (5)

が得 られた結果の.至なものである｡

得られた結果は,電子の場合 yonezawa-Matsubaraiphone)nの場合

Taylor,LeathiFre準 el excitonの場合 の Onodera-Toyozawa等

の結果と一致するO但l/此等q)結 果は何れ も ∂--.functi｡n型の不純物ポチ

ソVヤル乃至は不純物ポテンシャ ルが一つの華 子点のみに零でない値を持つ

と云 う specificな場合であった｡此処で得られた結果は,此等のものの

tt 拡 が っ た 不 純 物 ポテンVヤル"の場合への一つの拡張 となっている.

も し ◎ を

㊥ - (I-< チ> V)-1 (6)

と近似 する笹やげ ,,これは Davies-Langerの結果の拡張 と琴っているOて＼

(6)を (2)に代入すれば自己エネルギーの別の表式として

芝(汰,E) - N_< klもlk>
1

(7)

が得られることを示す車が出来る｡･但 し七は Dne-impurity problemの

瞭現われ る もー行列で,そこに出て来る gを <.G> でおきかえたもので あ ■

る O,･‥(7)式は可成一般的な結果で不純物に対する exclusion effectを

考慮 しなければ,不純物の clusもeringの-#撃を取入れる時,有用と思わ

れるO また (7)式は自己エネルギ-と散乱の問題 との関聯を取扱 うのに有頭

であろうと思われるO

具体的な個々の問題-の適用に於ては, (5)式は (7)に結晶格子の

point symmetryに よる′群論的考察をすると･,巨-3己エれ レギーの対称嘩琴

につき述べることが出来･ (5)I, (7)はもっと簡単な ものに requce出来

る｡ この議簿の詳細な点は省略するo 此処に得られた結果牽 phon叩 S,

nagnons等の諸問題に適関することが出来るが,詳細な議論-は省略するO･.,一言

其他 impurity-induced lumin?scenノCeにつき簡単なとび入 り的な話

をした｡

研究会をふ り返 ってみると,閉鎖的であったことを心残 りに思 っている｡
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また,別の解徴として,簡単なモデルの より厳密な数学的側面を深く追求す

る人達を深刻派,グリーン関僻をよく周いる木々患プラグマティス ト或は楽

観派とする考えが研究会の表面に出て来たO 筆者はこのような分類は必ずし

き 一日もと墜誓杏与薫 ?勲 ､るO可成遠慮 のない意昆力滞 方の脚か ら出て凍たよう.
･き. ,. であ至 .O 研畢会のも且 一つの面は , 寒輝事実に密接した話が全 く琴かったこノ,.

とである｡
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研究会そのものが
.
反省の時期に来てい
.
るのではな

■㌔㌔
ことであ.る｡研究会が同一グ)i,-プの,会合的色彩なきにし

も
り､よ‥れ[;tI.そR,.
もっと個人L/ベルでの,
じっ.
くりした研究が重視さ

るべき･であろう｡此意味に於て,例えば基研の流動研究員のワクをもっと積
＼-1I

極的に増大す ることも必要ではないかと思われる｡
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